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一
　
藪
内
家
　
―
古
儀
茶
道
藪
内
流
―

　

京
都
に
は
茶
家
と
し
て
、
表
・
裏
・
武
者
小
路
の
三
千
家
、
本
願
寺
と
密
接
な
関

係
を
保
つ
藪
内
家
、
裏
千
家
一
燈
宗
室
の
門
に
学
ん
だ
速
水
宗
達
を
祖
と
す
る
、
御

所
風
か
つ
岡
山
池
田
家
や
郡
山
柳
沢
家
と
の
関
係
が
深
い
速
水
家
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
上
京
に
位
置
す
る
三
千
家
を
「
上
流
」
と
称
す
る
の
に
対
し
て
、
下
京
・

西
洞
院
正
面
に
位
置
す
る
藪
内
家
は
「
下
流
」
と
呼
ば
れ
た
。
古
儀
茶
道
と
し
て
紹

鴎
の
流
れ
を
保
つ
の
み
な
ら
ず
、
明
治
に
は
他
流
派
に
先
駆
け
て
ラ
ジ
オ
放
送
を
行

い
、
ま
た
北
野
天
満
宮
献
茶
を
始
め
た
。

　

藪
内
流
祖
は
藪
中
斎
藪
内
剣
仲
紹
智
（
一
五
三
六
～
一
六
二
七
）
で
あ
り
、
紹
鴎

の
弟
子
と
し
て
「
紹
」
の
一
文
字
を
受
け
た
。
利
休
と
の
交
流
に
よ
り
道
具
や
手
紙

が
伝
わ
る
。
さ
ら
に
古
田
織
部
の
妹
を
娶
り
、
織
部
縁
の
道
具
も
多
く
伝
わ
っ
て
い

る
。
二
代
月
心
軒
真
翁
（
一
五
七
七
～
一
六
五
五
）
の
代
に
本
願
寺
の
茶
道
師
家
と

し
て
迎
え
ら
れ
、
十
三
世
良
如
上
人
よ
り
領
地
の
一
部
を
拝
領
し
現
在
地
に
移
っ

た
。
六
代
比
老
斎
竹
陰
（
一
七
二
七
～
一
八
〇
〇
）
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に

利
休
二
百
回
忌
を
営
ん
だ
。
ま
た
十
八
代
文
如
上
人
（
寛
政
元
年
継
職
）
は
比
老

斎
寿
像
に
讃
を
揮
毫
し
、
以
後
歴
代
像
は
門
主
か
ら
讃
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
本
如
上
人
が
継
職
し
た
。
藪
内
家
も
寛
政
十
二
年

の
比
老
斎
没
後
、
七
代
桂
隠
斎
竹
翁
（
一
七
七
四
～
一
八
四
六
）
と
な
る
。
本
如
上

人
の
手
作
り
茶
碗
「
案
山
子
」「
黒
尉
」
な
ど
を
後
の
代
に
拝
領
し
て
い
る
。
ま
た

織
部
二
百
回
忌
（
一
八
一
四
）、
剣
仲
二
百
回
忌
（
一
八
二
六
）、
利
休
二
百
五
十
回

忌
（
一
八
三
九
）
を
営
ん
だ
。
本
願
寺
で
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
廿
世
広
如

研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
茶
会
記
の
姿
　
―
藪
内
流
　
藪
内
剣
仲
二
百
回
忌
―

矢
　
野
　
　
　
環
・
耕
三
寺
　
華
　
蓮 

　

京
の
茶
家
と
し
て
三
千
家
と
並
ぶ
藪
内
家
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
三
千
家
に
比
較
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
い
。
こ
こ

で
は
、
初
紹
介
と
な
る
流
祖
藪
内
剣
仲
二
百
回
忌
の
茶
会
を
含
む
、
文
政
期
の
三
茶
会
を
紹
介
す
る
。
名
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
道
具
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
た
か
が
実
際
に
知
れ
る
。
可
能
な
限
り
、
道
具
の
図
を
添
え
た
。
尚
、
第
二
著
者
は
藪
内
流
門
弟
で
あ
り
、
茶
会
に
見
る
本
願
寺
廿
世
広
如
上
人
光
沢
の
末
裔

に
あ
た
る
。
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上
人
（
補
注
１
）
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
茶
会
記
は
竹
翁
の
家
元
後
半
期
に
属
す

る
。
因
み
に
、
今
年
（
二
〇
一
七
）
は
奇
し
く
も
松
平
不
昧
二
百
回
忌
に
あ
た
る
。

不
昧
の
没
し
た
の
も
ま
た
こ
の
代
で
あ
る
。
次
の
八
代
真
々
斎
竹
猗
（
一
七
九
二
～

一
八
六
九
）
の
時
、
禁
門
の
変
（
元
治
元
年
．
一
八
六
四
）
で
家
屋
が
焼
失
す
る
。

燕
菴
は
申
し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、
弟
子
筋
に
あ
る
最
古
の
写
し
が
移
築
さ
れ
た
。
そ

の
後
歴
代
は
続
き
、
平
成
廿
八
年
（
二
〇
一
六
）
六
月
七
日
に
、
十
四
代
允
猶
斎
竹

卿
が
家
元
を
継
承
し
た
。

二
　
藪
内
家
で
の
茶
会
記
録

　

藪
内
流
の
茶
会
で
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
重
要
な
年
忌
な
ど
で
あ

り
、
全
量
は
大
変
少
な
い
。
元
治
の
罹
災
時
に
失
わ
れ
た
記
録
も
多
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。流
祖
の
剣
仲
忌
も
管
見
す
る
限
り
、
今
回
紹
介
す
る
も
の
が
初
め
て
で
あ
る
。

会
記
の
記
載
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
石
州
来
臨
記
、
寂
如
上
人
御
成
茶
事
、
利
休

二
百
回
忌
、
二
百
五
十
回
忌
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

年　
　
　
　
　
　
　
　

主　
　
　

客　
　
　
　
　
　

出
典

一
六
五
八 

明
暦
四
年
二
月
二
日　

剣
翁　

片
桐
石
州
・
藤
林　
［
源
流
］
116

一
七
〇
四 

元
禄
十
七
年
四
月
十
九
日　

剣
渓　

寂
如
・
下
間
他　
［
藪
茶
］
67

一
七
八
九 

寛
政
元
年
十
一
月
廿
四
日　

竹
陰　

山
下
他　
［
利
事
］
680
、［
風
47
］

一
八
三
九 

天
保
十
年　

利
休
二
百
五
十
回
忌　

竹
翁　
［
茶
せ
］、［
利
事
］
692

こ
の
他
、
茶
会
内
容
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
一
月

六
日　

良
如
・
寂
如
（
御
児
子
様
）
を
迎
え
た
会
〔
風
48
〕
な
ど
も
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
方
に
宗
匠
（
若
宗
匠
の
場
合
も
多
い
）
が
出
向
い
た
際
に
、
歓
迎
や
稽

古
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
会
や
、
宗
匠
自
身
が
亭
主
と
し
て
行
っ
た
茶
会
が
幾
つ

か
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

利
休
二
百
回
忌
の
会
記
は
二
通
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
先
行
す
る『
利
休
大
事
典
』

は
原
本
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
竹
風
47
』
は
、
個
人
蔵
の
原
本
で
あ
り
、
日
時

客
組
が
前
者
と
同
一
で
あ
る
。
共
通
す
る
部
分
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
表
記
は
と

も
か
く
内
容
は
良
く
一
致
す
る
（
補
註
２
）。
二
百
五
十
回
忌
は
、『
利
休
大
事
典
』

が
「
茶
道
せ
ゝ
ら
ぎ
」
を
引
用
転
写
し
て
い
る
（
補
註
３
）。

三
　
対
象
と
す
る
三
茶
会

　

今
回
翻
刻
す
る
茶
会
記
は
、
二
十
件
程
の
流
派
混
合
で
未
整
理
な
茶
会
記
の
纏
ま

り
か
ら
三
部
を
選
択
し
た
。
そ
の
全
貌
は
改
め
て
紹
介
の
機
会
を
設
け
る
が
、
表
千

家
系
統
（
不
審
庵
、
長
生
庵
、
鴻
池
善
右
衛
門
、
道
正
庵
な
ど
）
と
、
藪
内
流
関
連

の
伝
授
席
を
含
む
六
件
、
さ
ら
に
単
発
的
な
も
の
か
ら
な
る
。
そ
の
内
四
件
が
外
包

を
持
ち
、
表
に
次
の
通
り
書
付
が
あ
る
。
年
紀
を
付
す
。

（
一
）
燕
菴
會
記　
　
（
文
政
九
年
三
月
二
十
二
日
午
時　

藪
中
斎
弐
百
回
追
福
）

（
二
）
九
條
右
府
様
燕
菴
御
来
會
附　
（
文
政
八
年
十
二
月
十
一
日
正
午　

燕
庵
）

（
三
）
茶
會　

道
具
附
／
會
席
附　
　
　
　
　
（
十
月
十
四
日
正
午　

燕
庵
茶
會
）

（
四
）
文
政
十
年
亥
夏　

田
安
殿
御
茶
會
附　
（
香
炉
香
合
水
指
茶
碗
が 

楽
）

　

こ
の
内
（
三
）
は
紅
葉
葉
刷
模
様
の
紙
に
記
さ
れ
る
。
紙
質
が
異
な
る
が
同
じ
く

紅
葉
葉
刷
模
様
紙
が
二
件
あ
り
、
一
件
は
（
三
）
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
異
本
で
あ
る
。
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も
う
一
件
は
、『
喫
茶
南
坊
録
』
か
ら
の
道
具
抜
き
書
き
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

包
紙
な
し
模
様
な
し
で
燕
菴
関
連
が
二
件
あ
り
、
一
つ
は
文
政
十
一
年
六
月
十
八
日

に
三
名
に
伝
授
を
行
っ
た
時
の
も
の
で
あ
る
（
い
ず
れ
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
）。

　

こ
こ
で
は
燕
菴
に
関
わ
る
（
一
～
三
）
の
三
件
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
主
な
道
具
名

を
付
す
。
参
考
の
た
め
、
前
節
に
掲
げ
た
四
会
の
道
具
と
比
較
す
る
。

 

掛
物　
　
　
　
　

釜　
　
　
　
　
　

 

香
合　

 

花
生　

 

茶
入

茶
会
１
（
一
） 

大
燈
国
師
四
行　

引
拙
大
霰
猿
釜　

 

キ
ン
マ 

姫
瓜　

 

圓
壺

 
  

後
座
掛
物　

剣
仲
号
偈　

茶
会
２
（
二
） 

阿
仏
房
長
歌　
　

引
拙
大
霰
猿
釜　

 

青
貝　

な
た
作  

柳
藤
四
郎

茶
会
３
（
三
） 

相
阿
弥
「
安
心
」
芦
屋 
銘
獅
子
頭　

織
部　

鴫
立
沢  

黒
唐
津

石
州
来
臨
記 

利
休
の
文　
　
　

富
士　
　

青
地
瓢
箪　

 

嶋
物
象
耳  

丸
壷

寂
如
上
人
御
成 

国
師　
　
　
　
　

大
霰　
　
　
　
　

 
存
星　

 

船       

大
瀬
戸
肩
衝

二
百
回
忌 

大
燈
国
師
一
行　

丸 

与
二
郎　

信
楽
烏
帽
子 

象
耳　

 

八
重
桜

 

後
座
掛
物　

利
休
生
害
前
細
川
幽
斎
翁
へ
御
暇
乞
之
文

二
百
五
十
回
忌 

大
燈
国
師
四
行  

古
天
明
金
槌
釜　

  

キ
ン
マ 

姫
瓜　

 
八
重
桜

 

後
座
掛
物　

居
士
末
期
の
文
（
二
百
回
忌
と
同
一
物
）

　

道
具
は
い
ず
れ
も
錚
々
た
る
来
歴
の
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
註
記
に
ゆ
ず
り
、
簡

単
に
述
べ
る
。大
霰
猿
釜
は
環
付
が
猿
で
あ
り
、
元
は
引
拙（
天
王
寺
屋
宗
伯
）所
持
、

後
に
大
和
大
納
言
秀
長
か
ら
古
田
織
部
に
渡
っ
た
釜
と
見
な
さ
れ
る
。
キ
ン
マ
宝
珠

香
合
は
紹
鴎
伝
来
。
姫
瓜
は
燕
菴
名
物
の
一
つ
。
秀
吉
が
尼
崎
在
住
の
頃
の
剣
仲
の

屋
敷
に
訪
れ
た
と
き
に
、
姫
瓜
を
生
け
た
こ
と
か
ら
名
付
け
た
と
さ
れ
る
。
圓
壺
も

燕
菴
名
物
。「
天
下
一
」
と
称
す
。
阿
仏
房
長
歌
と
先
の
大
霰
猿
釜
は
、
藪
内
家
伝

来
の
俊
成
懐
紙
を
烏
丸
光
廣
に
譲
っ
た
と
き
に
、
代
わ
り
に
遣
わ
さ
れ
た
。「
な
た

作
」
は
剣
仲
作
。
織
部
香
合
は
、
古
田
織
部
が
贈
っ
た
。
二
百
回
忌
で
の
大
燈
国
師

一
行
は
「
生
鉄
崑
崙
雲
外
走
」。
後
座
で
は
い
わ
ゆ
る　

利
休
「
末
後
の
文
」
を
掛

け
た
。
象
耳
と
だ
け
あ
る
が
、
姫
瓜
で
あ
ろ
う
。
古
瀬
戸
八
重
桜
肩
衝
は
燕
菴
名
物
。

　

こ
こ
で
、
相
阿
弥
の
二
大
字
「
安
心
」
に
つ
い
て
は
、
本
願
寺
と
関
係
し
て
特
定

の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
相
阿
弥
は
時
衆
と
し
て
、
つ
ま
り
浄
土
教
の
立

場
で
の
「
安
心
」
を
書
い
た
。
浄
土
真
宗
と
し
て
は
、
十
七
世
法
如
の
こ
ろ
か
ら
、

安
心
（
救
い
の
境
地
）
を
め
ぐ
る
教
義
対
立
が
あ
り
、
本
如
の
頃
に
は
こ
の
「
三
業

惑
乱
」
が
寺
社
奉
行
の
介
入
で
漸
く
収
束
し
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
十
一
月
に

本
如
が
「
御
裁
断
御
書
」
を
発
行
し
て
決
着
を
見
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
掛

物
で
あ
ろ
う
と
推
さ
れ
る
。
相
阿
弥
関
連
の
掛
物
と
し
て
は
、
茶
入
図
を
含
む
君
台

観
左
右
帳
記
の
断
簡
ら
し
き
も
の
が
、
表
千
家
の
伝
授
席
で
掛
け
ら
れ
た
例
は
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
例
を
見
な
い
。

　

茶
会
１
の
「
藪
中
斎
弐
百
回
追
福
」
と
は
つ
ま
り
藪
内
剣
仲
二
百
回
忌
で
あ
る
。

こ
れ
を
利
休
二
百
五
十
回
忌
と
比
較
す
れ
ば
、
掛
物
は
大
燈
国
師
尺
牘
四
行
物
が
同

じ
、
掛
替
は
剣
仲
号
偈 

と 

利
休
末
期
の
文
、
釜
は
天
命
の
引
拙
猿
釜
と
利
休
金
槌

釜
、
香
合
は
紹
鴎
伝
来
キ
ン
マ
、
花
入
は
東
山
殿
御
物
姫
瓜
、
茶
入
は
い
ず
れ
も
燕

菴
名
物
の　

天
下
一
円
壺
と
八
重
桜
肩
衝
と
な
っ
て
お
り
、
似
た
構
成
を
基
本
と
し

て
変
化
を
付
け
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
利
休
忌
に
は
利
休
ゆ
か
り
の
道
具
が
使
わ

れ
る
。

四
　
翻
刻
部

　

三
件
の
茶
会
の
翻
刻
を
行
う
。
で
き
る
だ
け
原
文
に
従
っ
た
配
置
で
行
う
。
文
字
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剣
仲
二
百
回
忌
―

四
（
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）

の
大
き
さ
は
２
段
階
に
留
め
る
。

　

旧
字
体
の
書
写
体
で
書
か
れ
て
い
る
場
合
、Shift-JIS 

の
範
囲
で
旧
字
体
が
使
え

る
な
ら
ば
、
用
い
て
い
る
。

　

道
具
の
説
明
の
註
番
号
は
、
行
の
下
部
に
記
載
す
る
。

茶
会
１

（
包
紙
）　

燕
菴
會
記 

註
１

（
表
）

文
政
九
年
三
月
二
十
二
日
午
時

　

藪
中
斎
弐
百
回
追
福 

註
２

　
　

燕
菴
會
席

懸
物　
　

大
燈
国
師 

註
３

　
　
　
　
　

四
行
物

　
　
　
　

古
溪
和
尚
文
添

　
　
　
　

引
拙
所
持 

註
４

釜　
　
　

古
天
猫
大
霰 

註
５

　
　
　
　

登
り
猿
釻
付

　
　

風
爐　

宗
四
郎
棗
形

香
合　
　

キ
ン
マ
寶
珠 

註
６

　
　
　
　
　

竹
翁
好

　
　

炭
斗　
　

新
細
籠

　
　

ほ
う
烙　

宗
品

懸
物　
　

剣
仲
號
偈 

註
７

　
　
　
　

円
鑑
国
師
筆

　
　
　

東
山
殿
御
物

花
生　
　

姫
瓜 

註
８

　
　
　
　
　

利
休
文
添

　

花
蕪
な
花

水
指　
　

飛
騨
曲
も
の

茶
入　
　

唐
物
圓
壷 

註
９

　

名
物
松
之
木
盆
に
載

　
　
　
　

風
菴
漢
東

　
　
　
　

万
代
や
か
ん
と
う

　
　

袋　

吉
野
か
ん
と
う

　
　
　
　

細
川
ど
ん
す

　
　

挽
屋
箱
書
付

　
　
　

細
川
幽
斎
翁



文
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十
三
巻
一
・
二
号
（
平
成
三
十
年
三
月
）

五
（
218
）

茶
碗　
　

伊
賀 

註
10

茶
杓　
　

利
休
作
桑 

註
11

　
　
　
　

銘
孫
の
手

　
　
　
　
　
　

筒
剣
仲

　

建
水

　

竹
輪

薄
茶
器　

時
代
蒔
繪
棗

同
茶
碗　

瀬
戸

　

茶
請

　

三
杯
酢　
　

　
　

巻
煎　
　
　
　

ゆ
み
そ

向　
お
ろ
め　

汁　

わ
り
ふ
き

　
　

蓮
根　
　
　
　

粒
椎
茸

　
　
　
　
　
　

飯

　

煮
物　
　
　

大
徳
寺
麩

　
　
　
　
　
　

根
芋

　

坪　
　
　
　

四
方
揚
豆
腐

　
　
　
　
　
　

胡
麻
み
そ
添

　

□
汁　
　
　

蓴
菜

　
　
　
　
　
　

松
露

　
　
　
　
　
　

は
り
生
姜

　

取
肴　
　
　

百
合
根

　
　
　
　
　
　

甘
栗

　
　
　
　
　
　

黒
□
り

　

菓
子　
　
　

白
外
良

　
　
　
　
　
　

搗
栗

茶
銘　
後
昔　

上
林
三
入
詰

茶
会
２

（
包
紙
）

九
條
右
府
様
燕
庵
御
来
會
附 

註
12

（
表
）

文
政
八
年
十
二
月
十
一
日
正
午

御
成

九
條
右
府
様　

御
相
伴

新
御
門
主
様　
　

東
儀
薩
摩
守 

註
13



茶
会
記
の
姿　

―
藪
内
流　

藪
内
剣
仲
二
百
回
忌
―

六
（
217
）

　
　

燕
菴

初
座

掛
物　
　

阿
佛
房
長
歌 

註
14

　

烏
丸
光
廣
卿
奥
書

釜　
　
　

引
拙
大
霰

　
　
　
　

登
り
猿
環
付

　

右
弐
品
ハ
俊
成
卿
懐
紙
を
差
上
候 

註
15

　

代
り
と
し
て
被
下
候
な
り

香
合　
　

唐
物
青
貝 

註
16

　
　
　
　
　
　

松
之
模
様

　

炭
斗　
　

桐
木
地

　

炮
烙　
　

玄
斎

後
座

花
生　
　

剣
仲
作
一
重 

註
17

　
　
　
　

銘
な
た
作
と
あ
り

　

花 

黄
梅

　
　

 

侘
介

水
指　
　

伊
賀
三
つ
足

茶
入　
　

柳
籐
四
郎 

註
18

　

袋
弐
つ 

望
月
漢
東

　
　
　
　

 

藤
嶋
緞
子

御
天
目  

當
御
門
主
様 

註
19

　
　
　
　
　

御
手
造
黒

　
　

御
銘 

雪
の
下
枝

　

御
臺
唐
物

御
相
伴
茶
碗　

古
唐
津 

註
20

　
　
　
　
　
　

菊
桐
御
紋
付

　

太
閤
様
ゟ
剣
仲
拝
領

（
裏
）

茶
𣏐　
　

利
休
共
筒

　
　
　
　

さ
び
竹

　

曲
建
水

　

竹
輪

薄
器　
　

竹
心
好

　
　
　
　

栗
蒔
絵
棗

　

御
茶
請

　
　

三
杯
酢　
　
　
　
　
　
　

越
後
味
噌

御
向　

生
鱈
作
り
身　
　

御
汁　
根
い
も

　
　
　

水
前
寺
の
り　
　
　
　
　

落
し

　
　
　

く
わ
ん
草　
　
　
　
　
　
　

か
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
飯

　

御
煮
物　
　

巻
あ
ま
鯛

　
　
　
　
　
　

な
め
茸

　

御
焼
物　
　

海
老
か
ま
ほ
こ

　

御
香
之
物　

奈
良｛
手
責
｝茄
子 

　

註
21

　
　
　
　
　
　

守
口
大
こ
ん

　

御
吸
物　
　

寒
松
露
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巻
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成
三
十
年
三
月
）

七
（
216
）

　
　
　
　
　
　

針
生
か

　

御
取
肴　
　

糀｛
手
責
｝あ
ゆ

　
　
　
　
　
　

さ
ゝ
い

　
　
　
　
　
　

豆
腐
か
ん

　

同　
　
　
　

小
鳥
た
ゝ
き

　
　
　
　
　
　

竹
の
子

　

御
湯　
　
　

香
煎

　

御
菓
子　
　

小
倉
餡
饅
頭

　
　
　
　
　
　

水
栗

　

御
干
菓
子　

薄
氷

　
　
　
　
　
　

松
葉

御
茶　
初
昔　

上
林
三
入
詰

　
　
　
　

以
上

茶
会
３
（
包
紙
無
し
を
底
本
と
す
る
）　

包
紙
付
の
記
載
を
下
部
に
記
す

（
包
紙
）

茶
會　
　

道
具
附

　
　
　
　

會
席
附

（
本
紙
）

十
月
十
四
日
正
午　
　

燕
庵
茶
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
新
二
位
殿　
　
　
　

イ
に　

客
名
ナ
シ 

註
22

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
伴 

蜷
川
恒
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
□
分

懸
物　
　
　
　
　
　
　

相
阿
弥
横
物 

註
23

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
心
二
大
字
名
判
在

釜　
　
　
　
　
　
　
　

芦
屋　
剣
仲
所
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銘
獅
子
頭

香
合　
銘
に
は
あ
て　

織
部　
　

古
織
ゟ
到
来
と　

イ　

織
部
焼 

尤
古
織 

註
24

　
　
　

た
も
と
ゝ
云
伝　

籬
に
梅
絵　

蓋
裏
に
有　
　
　

入
来
之
砌
袂
に
入
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比
老
斎　
　
　
　

贈
被
申
候
に
付
銘
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
に
剣
仲
書
付
在　
　
　

あ
ら
て
た
も
と
申
侍
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

炭
斗　
　

古
瓢　
　
　

剣
仲
所
持　
　

イ　

古
瓢　

剣
仲
所
持

か
し
こ
し
な
人
の
絶
ぬ
を
楽
し
み
て　
　

か
し
こ
し
な
人
の
絶
ぬ
を
楽
し
み
て

　

ひ
ち
を
枕
と
身
を
ほ
ふ
る
ま
て　

 

ひ
ち
を
枕
に
身
を
お
ふ
る
ま
て 

契
哉
瓢
と
有

　

灰
器　
　

真
斎

花
生　
　
　
　
　
　
　
　

竹
心
再
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銘 

鴫
立
澤

　

花　

葉
ほ
た
に

　
　
　
　

水
仙
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仲
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水
指　
　
　
　
　
　
　
　

比
老
斎
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

抱
桶
形

茶
入　
　
　
　
　
　
　
　

黑
唐
津

　
　
　

袋　

紹
智
き
れ
の
手

新茶
碗　
　
　

北
野
正
遷
宮
節　
　
　
　
　
　
　

イ　

紹
智
作

　
　
　
　
　

奉
納　

松
の
絵　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
正
遷
宮
の
砌

　
　
　
　
　
　
　
　

紹
智
作　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
納
数
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
く
す
り
に
松
絵
有

　
　

臺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ　
「
臺
」
ナ
シ　

相
伴
茶
碗　
　
　
　
　
　

こ
う
麗
堅
手

　
　

銘 

雪
曇　
　
　
　

  

遠
州
候

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

東
陽
坊　

共
筒 

註
25

　
　

竹
輪　
　
　

曲
物

　
　

薄
器　
　
　

黒
棗

　
　

茶
碗　
　
　

廬
山
焼 

註
26

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ　

是
は
初
本
願
寺
門
主
作
之

　

茶
請　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ　

□
折
敷
一
文
字
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汁　

か
ふ
ら
菜

　

交
趾
呉
器
皿

向　
こ
ち
作
身

　
　

岩
茸　
　
　
　
　
　
　

飯

　
　

三
杯
酢

　

煮
物　
　
　
　
　
　
　

か
せ
鱧　
　
　
　
　
　

イ　

か
せ
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼
豆
腐　
　
　
　
　
　
　
　

 

阿
蘭
陀
豆
腐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ
そ
蕨　
　
　
　
　
　
　
　

 

蝦
夷
蕨

　

吸
物　
　
　
　
　
　
　

干
海
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
り
生
姜

　

取
肴　
　
　
　
　
　
　

鮎
子
う
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た
い
も　
　
　
　
　

イ　

う
た
芋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
て

　

菓
子　
　
　
　
　
　
　

胡
麻
も
ち

茶　
　
　
　

後
昔　
　
　

上
林
三
入

　

右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ　

藪
内
紹
真
方
へ
さ
る
御
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
入
被
成
候
節
□
相
伴
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
か
し
こ
□
て
入
□
□
□

註
記

註
１　

燕
菴　

藪
内
流
の
中
核
と
な
る
茶
室
。
千
家
で
の
不
審
庵
・
今
日
庵
と
同
様
に
、
藪

内
流
を
燕
庵
と
も
称
す
る
。
古
田
織
部
好
み
の
三
畳
大
目
で
あ
る
。
高
弟
は
正
確
な
複
製



文
化
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十
三
巻
一
・
二
号
（
平
成
三
十
年
三
月
）

九
（
214
）

を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
歌
が
焼
失
の
場
合
は
、
最
も
古
い
複
製
が
藪
内
家
に
移

築
さ
れ
る
。　
　

註
２　

藪
中
斎　

流
祖
藪
内
剣
仲
（
一
五
三
六
～
一
六
二
七
）
の
別
号
。

註
３　

大
燈
国
師
四
行
物
（
図
１
）　

藪
内
家
に
は
大
燈
国
師
が
一
行
物
と
尺
牘
四
行
物
が
あ

る
。
一
行
物
は
会
記
に
「
生
鉄
崑
崙
雲
外
走
」
と
あ
る
が
、
現
存
す
る
こ
の
文
面
の
書
は

古
嶽
宗
亘
筆
と
さ
れ
て
い
る
。

註
４　

引
拙　

名
物
茶
器
を
多
く
所
有
し
た
紹
鴎
以
前
の
茶
人
。
長
ら
く
正
体
不
明
で
あ
っ

た
が
、
所
持
道
具
等
の
検
討
か
ら
、
天
王
寺
屋
宗
伯
と
同
一
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

鳥
居
と
い
う
名
字
は
根
拠
が
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
宗
伯
は
宗
達
の

父
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
来
の
天
王
寺
屋
の
系
譜
の
人
物
と
思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
連
歌

師
松
屋
宗
伯
が
居
り
、
天
王
寺
屋
宗
伯
も
連
歌
を
嗜
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
二
者
は

屋
号
が
異
な
る
。
ま
た
引
拙
と
三
條
西
実
隆
と
の
交
流
も
検
討
を
要
す
る
。

註
５　

古
天
猫
大
霰
（
図
２
）　

環
付
が
猿
と
な
っ
て
お
り
、
猿
釜
と
呼
ば
れ
る
。
引
拙
が
所

持
し
、
後
に
大
和
大
納
言
秀
長
に
移
っ
た
猿
釜
が
著
名
。
藪
内
家
の
猿
釜
は
、
伝
来
の
俊

成
卿
の
懐
紙
を
烏
丸
光
廣
に
贈
っ
た
返
礼
に
、
阿
仏
房
長
歌
と
と
も
に
賜
っ
た
も
の
と
、

五
代
竹
心
が
認
め
て
い
る
。
徳
川
美
術
館
の
姥
口
霰
窯
は
環
付
が
猿
で
は
な
く
、「
古
田
織

部
正
所
持
芦
屋
霰
姥
口
釜
」
と
、
秀
吉
か
ら
の
伝
来
と
修
理
ま
で
踏
ま
え
て
箱
書
き
さ
れ

て
い
る
。

註
６　

キ
ン
マ
宝
珠
（
図
３
）　

キ
ン
マ
（
蒟
醤
）
は
胡
椒
科
胡
椒
属
の
常
緑
多
年
草
。
タ
イ

に
お
け
る
キ
ン
マ
の
葉
と
檳
榔
樹
を
食
べ
る
習
慣
の
た
め
、
そ
の
容
器
が
漆
塗
り
な
ど
で

発
達
し
た
。
こ
れ
が
輸
入
さ
れ
、
香
箱
・
香
合
と
し
て
使
わ
れ
た
。
参
考
の
た
め
、
利
休

二
百
回
忌
に
出
た 

烏
帽
子
香
合
（
図
４
）
も
掲
げ
る
。

註
７　

剣
仲
號
偈
（
図
５
）
春
屋
宗
園
筆

註
８　

姫
瓜
（
図
６
）　

胡
銅
象
耳
花
生
。
初
代
剣
仲
に
尼
崎
屋
敷
に
、
秀
吉
・
利
休
が
訪
れ

た
と
き
に
、
利
休
が
姫
瓜
を
生
け
た
と
い
う
逸
話
に
よ
り
命
名
さ
れ
た
。

註
９　

唐
物
圓
壺（
図
７
）　

足
利
義
政
か
ら
藪
宗
把
が
拝
領
し
た
と
伝
え
る
。
銘　

天
下
一
。

唐
物
松
の
木
盆
が
付
属
し
、
三
好
実
休
家
伝
と
宗
把
が
箱
書
き
し
て
い
る
。　

註
10　

伊
賀
（
図
８
）　

燕
庵
名
物
茶
碗
。

註
11　

利
休
作　

桑
茶
杓　

銘 

孫
の
手
（
図
９
）
剣
仲
が
筒
を
作
成
し
た
。　

註
12　

九
条
右
府　

九
条
尚
忠
（
一
七
九
八
～
一
八
七
一
）。
文
政
七
年
～
弘
化
四
年

（
一
八
二
四
～
一
八
四
七
）に
右
大
臣
。
安
政
五
年
日
米
修
好
通
商
条
約
の
勅
許
に
か
ら
み
、

関
白
で
あ
っ
た
が
孝
明
天
皇
に
よ
り
内
覧
職
権
を
停
止
さ
れ
た
。
後
に
広
如
門
主
の
室
と

な
る
九
条
祥
子
は
尚
忠
の
養
女
と
し
て
嫁
い
だ
（
補
注
１
）。

註
13　

新
御
門
主　

本
願
寺
廿
世
広
如
門
主
（
一
七
九
八
～
一
八
七
一
）。
文
政
九
年
継
職

（
一
八
二
六
～
一
八
七
一
門
主
）。
後
に
客
の
九
条
尚
忠
の
養
女
祥
子
が
室
と
な
る
。
東
儀

薩
摩
守　

東
儀
季
誕
（
一
八
〇
五
～
一
八
六
二
）。
文
政
六
年
か
ら
薩
摩
守
。

註
14  

阿
佛
房　

鎌
倉
時
代
の
僧
（
一
一
八
九
～
一
二
七
九
）。
承
久
の
乱
に
よ
り
佐
渡
に
流

さ
れ
た
順
徳
上
皇
に
仕
え
た
。
上
皇
薨
去
後
落
飾
。
の
ち
に
日
蓮
の
弟
子
と
な
る
。

註
15　

俊
成
卿　

藤
原
俊
成
（
一
一
一
四
～
一
二
〇
四
）。
公
家
、
歌
人
と
し
て
著
名
。
藪
内

家
に
和
歌
懐
紙
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
烏
丸
光
広
に
進
上
し
、
阿
佛
房
長
歌
と
大
霰

猿
釜
を
賜
っ
た
。

註
16　

青
貝
香
合　

松
の
文
様　

著
名
な
青
貝
香
合
は
宝
尽
文
で
あ
る
（
図
10
）。
そ
れ
は
千

少
庵
が
真
翁
に
贈
っ
た
。
宝
尽
文
を
松
葉
に
見
間
違
え
る
可
能
性
は
少
な
い
。

註
17　

一
重　

な
た
作（
図
11
）　

剣
仲
作
。
裏
面
に
「
な
た
作　

藪
中
斎（
花
押
）」
と
あ
る
。

註
18　

柳
藤
四
郎
（
図
12
）　

和
物
茶
入
の
伝
統
的
分
類
法
と
し
て
、
松
平
不
昧
が
提
唱
し
た

「
窯
分
」
が
あ
る
。
そ
の
第
四
段
階
の
真ま

中ち
ゅ
う

古こ

は
、
二
代
藤
四
郎
の
隠
居
前
の
作
と
さ
れ
る

時
期
で
あ
り
、
そ
の
中
に
十
を
超
え
る「
手
」が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
柳
藤
四
郎
手
で
あ
る
。

註
19　

當
御
門
主　

こ
の
茶
会
は
文
政
八
年
で
あ
り
、
本
如
上
人
の
代
で
あ
る
。
客
組
に「
新



茶
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剣
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（
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御
門
主
」
と
あ
る
の
が
、
文
政
九
年
に
継
職
し
た
広
如
で
あ
る
。
本
如
上
人
は
多
く
の
手

作
り
茶
碗
を
作
成
し
た
と
い
う
。
な
お
、
広
如
継
職
が
文
政
六
年
で
あ
る
と
す
る
サ
イ
ト

な
ど
が
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

註
20　

古
唐
津
（
図
13
）　

菊
桐
紋
付
。
秀
吉
よ
り
剣
仲
拝
領
。

註
21　

奈
良
漬　

糀
漬　
「
漬
」
の
文
字
は
原
文
で
は
手
偏
に
見
え
る
。

註
22　

萩
原
新
二
位　

蜷
川
恒
存　

横
田
。
こ
れ
ら
の
客
は
不
詳
。
公
家
半
家
の
萩
原
の
場

合
は
、
二
位
に
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
一
連
の
茶
会
記
と
同
時
に
、「
蜷
川
恒
弥
次　

鈴
鹿
石
見
守
」
の
書
状
が
あ
り
、
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註
23　

相
阿
弥
横
物
「
安
心
」（
図
14
）　

相
阿
弥
の
標
準
的
花
押
が
右
下
に
あ
る
。
相
阿
弥

に
関
連
す
る
掛
物
と
し
て
は
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
茶
器
図
の
断
簡
と
思
わ
れ
る
も
の

が
、
表
千
家
の
伝
授
席
に
使
わ
れ
た
例
が
あ
る
。

註
24　

香
合
織
部
（
図
15
）　

織
部
が
袂
に
入
れ
て
剣
仲
に
贈
っ
た
も
の
。
底
四
隅
に
足
が
あ

る
。　
　

註
25　

茶
杓　

東
陽
坊
作
（
図
16
）　

真
如
堂
東
陽
坊
（
一
五
一
五
～
九
八
）
か
ら
剣
仲
に
贈

ら
れ
た
。　

註
26　

廬
山
焼　

露
山
焼
。
本
如
の
頃
か
ら
、
本
願
寺
の
御
庭
焼
と
な
っ
た
。
楽
慶
入
や
仁

阿
弥
道
八
な
ど
が
招
聘
さ
れ
た
。

補
註

補
註
１　

本
願
寺
廿
世
広
如
光
沢
（
一
七
九
八
～
一
八
七
一
）。
十
九
世
本
如
の
養
子
。
室
は

鷹
司
政
熙
娘
、
九
条
尚
忠
養
子
の
光
耀
院
祥
子
（
一
八
一
七
～
四
六
）。
祥
子
の
没
後
為
子

と
の
間
に
一
八
五
〇
、五
二
年
、
長
男
光
尊
、
次
男
沢
依
が
生
ま
れ
る
。
第
二
著
者
耕
三
寺

華
蓮
は
、
こ
の
沢
依
の
末
裔
で
あ
る
（
末
尾
系
図
参
照
）。

補
註
２　

初
座
掛
物
は
大
燈
国
師
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
「
大
聖
国
師
」
と
誤
写
し
た
よ
う

で
あ
る
。「
会
膳
」
の
部
、「
汁
次　

黒
塗
手
付
／
豆
子
」
の
次
の
文
字
が
、
前
者
は
「
向
」

後
者
は「
后
」と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、
天
目
の
項
の
最
後
が
前
者
は「
茶
立
前　

盆
立
」

後
者
は
「
茶
之
前　

盆
立
」
と
あ
る
。

補
註
３　

転
写
に
つ
き
、
両
者
翻
刻
は
基
本
同
一
で
あ
る
。
但
し
、「
せ
ゝ
ら
ぎ
」
の
誤
字
と

見
な
さ
れ
る
茶
入
の
項
「
右
瀬
戸
」
は
「
古
瀬
戸
」
に
変
更
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
項
目
の
「
東
御
門
主
寂
如
上
人
筆
」
の
「
東
」
は
明
ら
か
に
お
か
し
い
の
だ
が
、
元
字

の
推
定
が
出
来
な
い
た
め
か
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
香
盒
」
は
す
べ
て
「
香
合
」

に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
の
翻
刻
と
図
版
は
耕
三
寺
が
初
稿
を
用
意
し
、
矢
野
が
最
終
的
に
本
文
を
加
え
て
纏

め
た
。
ま
た
資
料
収
集
に
は
耕
三
寺
孝
三
が
協
力
し
た
。

　

図
版
に
つ
い
て
使
用
・
転
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
、
財
団
法
人
藪
内
燕
庵　

並
び
に　

藪

内
流
竹
風
会
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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図 6　姫瓜
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図 13　古唐津

図 15　相阿弥「安心」
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